
イラスト　上井 真依さん

協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―
JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」
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ほうれん草とツナをきれいに
並べます。

豆腐をしっかり
水切りします。

アマニ油マヨネーズで味を調え、
全体をまろやかに仕上げます。

塩ゆでしたほうれ
ん草を根元ぎりぎ
りまで使用します。

卵液を流し込み
オーブンで焼いたら完成！

豆腐をつぶしながら
混ぜ合わせたら完成！

調味料はマヨネーズだけとは思えないほ
ど、深みのある味わいです。豆腐となじ
んで角が取れ、ほうれん草とくるみの風
味を感じることができます。忙しい時で
もサッと作れるのが嬉しいですね。この
ほうれん草の魅力を、もっと皆さまに広
めていきたいです。店頭で見かけたらぜ

ひ手に取ってみてください。

須
合
組
合
長
は

“
ほ
う
れ
ん
草
と
く
る
み
の

マヨ
白
和
え
”を
担
当

古
瀨
副
組
合
長
は

“
ほ
う
れ
ん
草
と
ツ
ナ
の

キ
ッシュ
風
”を
担
当

古瀨副組合長須合組合長

「とっておきレシピ」で
JAさっぽろ産の野菜をもっと美味しく！

×

このコーナーでは、キユーピー㈱にご協力いただき、ＪＡさっぽろ産
の野菜の美味しい食べ方をご紹介。キユーピー「とっておきレシピ」
の中から厳選したレシピでＪＡさっぽろ産の野菜を調理する様子をお
伝えします。今回はＪＡさっぽろ須合組合長・古瀨副組合長が、ブラ
ンドほうれん草「ポーラスター」を使った 2品を調理。

ＪＡさっぽろ産の 
野菜をもっと 

食べよう

JA SAPPORO
More

Vegetable

今回、調理を　担当したのは…

生地のサクサク感と、生地の中で凝縮され
たほうれん草のジューシーな食感の対比が
たまりません。ツナとマヨネーズのコクがほ
うれん草全体を包み込んでいるので、ほう
れん草本来の美味しさがダイレクトに伝
わってきます。栄養満点で見た目も華やか
ですし、日常の食卓に彩りを添えてくれる
素晴らしい一皿です。

組合長、副組合長に
お料理を振る舞ってい
ただき、とても嬉しかっ

たです。２ 品の料理をいただき、�
どちらのお料理もポーラスターの甘
みや旨味が引き立っていて美味
しかったです。ごちそうさま
でした！� 厚別支店 髙橋職員
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キユーピー 
血圧ケアアマニ油�
マヨネーズ

このレシピに
使われている
商品

ほうれん草とくるみのマヨ白和え

レンジ加熱したほうれん草とアマニ油マヨネーズで作ったマヨ白和えです。ごまの風味とくるみの食感がアクセントです。
キユーピーアマニ油マヨネーズは 15g（約大さじ1 杯）でαリノレン酸 2.6g を摂ることができます。

ほうれん草とツナの旨味を卵に閉じ込め、キユーピーハーフでまろやかに仕上げたキッシュ風です。
パイ生地なしで手軽に作れる一品です。

作り方
① �ほうれん草は洗ってぬれたまま乾いたクッキングペーパーで包み
ラップをかけ、レンジ（600W）で約 2 分加熱し、水にとり水気を
しぼって長さ4cmに切る。

② 木綿豆腐は水切りをする。

③ �ボウルにAを入れて混ぜ合わせ、①、②、粗く砕いたくるみを
加えて和える。

調理時間　10 分

ほうれん草 … 1/2 束 120g
木綿豆腐 … 1/3 丁 120g
くるみ … 3 個 9g

材料
（2 人分）

調理のポイント
レンジの加熱時間は、様子をみて調節してください。ほうれん草はレンジ加熱したあとに、水にさらすことで、色鮮やかにな
り、アクも抜けます。水っぽくならないように、ほうれん草の水気をしっかりしぼってから和えることをおすすめします。豆腐の水
切りはクッキングペーパーで包み、耐熱容器にのせレンジ（600W）で約 1分 40 秒加熱して、冷ましておくとかんたんにできます。

サラダクラブ�
ライトツナ�
（フレーク）

キユーピー
ハーフ

このレシピに
使われている商品

ほうれん草とツナのキッシュ風

作り方
① �ほうれん草は塩を加えた熱湯で固めにゆでて水にとり、
水気をしぼって長さ約 5cmに切る。

② �卵、牛乳、Aをボウルで合わせて卵液を作る。

③ �耐熱容器に①とツナを入れ、②を流し込み、パン粉を散らして
オーブントースターでこんがりと焼く。

調理時間　25 分

ほうれん草 … 3 株 81g
卵 2 個（M） … 100g
牛乳 … 大さじ1
パン粉 … 少々
塩 … 少々

　粉チーズ … 大さじ1・1/2
　キユーピー ハーフ … 大さじ1
サラダクラブ ライトツナ（フレーク）

 … 1/2 袋 40g

材料
（2 人分）

調理のポイント
竹串をさして、しっかりと火が通っていることを確認しましょう。

　白ごま（すり） … 小さじ2
　しょうゆ … 小さじ1
　砂糖（上白糖） … 小さじ1
　�キユーピー 血圧ケアアマニ油
マヨネーズ … 大さじ2

A

A
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清田支店 斉藤職員・川瀬職員

チーズの塩味とポーラスターの甘みの相性
がとても良く、大変美味しくいただきました。
ポーラスターの甘みが絶妙なアクセントになっ
ていて、料理全体が引き立てられていると感じ
ました。この一皿をきっかけに、地元清田産の
ほうれん草の魅力が、より多くの人に広がって
いってくれたらとても嬉しいです。

函館洋菓子　スナッフルス 清田店
札幌市清田区清田二条 3 丁目 10-55　TEL 011-376-0336
⚫�営業時間／�売店 10：00〜19：00　サロン 11：00～18：00（LO17：00）　キッシュプレート提供時間 11：30〜15：00
⚫定休日／毎週水曜日　⚫駐車場／ 15 台

　清田区の豊かな自然の中で
大切に育てられた、ほうれん草
「ポーラスター」を地産地消し広
めたいという思いから、この
キッシュを考案しました。
フランス菓子を得意とするス

ナッフルスならではの発想で、
フランスの郷土料理「キッシュ」に仕立てています。
サクサクのパイ生地に、ポーラスター、ベーコ

ン、モッツァレラチーズを合わせ素材の味を生かし
て丁寧に焼き上げました。みずみずしく甘みのある
ポーラスターの味わいをぜひお楽しみください。

店長
林 めぐみさん

札幌ブランドほうれん草
「ポーラスター」を使用した

キッシュプレート
　ほうれん草・ベーコン・モッツァレラチーズ
と具だくさんな、食べごたえのあるスナッフル
スオリジナルキッシュ。
パイ生地のバターの香り、アパレイユ生地と

とろけるチーズの味わいが広がります。
　濃厚で温かいキャロットスープもご一緒に、
ランチタイムにぜひどうぞ。

￥1,650（税込）  ※ドリンク付き

函館洋菓子
スナッフルス
の詳細はこちら▶

　ＪＡさっぽろあぐりアクション『地産知笑』コーナーで
は、ＪＡさっぽろ産の旬の食材と、その魅力を存分に活かし
たお店をご紹介します。
　生産者のこだわりと、それを受け継ぐお店の想いを、ＪＡ
さっぽろの職員による現地レポートとともにお届けします。
地元の美味しさを知り、笑顔が広がる『地産知笑』の輪を、
これからも一緒に広げていきましょう。

No.08
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

7／8 水

大
会
結
果

▪
団
体
の
部

優
　
勝
　
石
狩
地
区（
710
）

準
優
勝
　
篠
路
地
区（
731
）

第
3
位
　
厚
別
地
区（
751
）

▪
個
人
の
部（
男
性
）

優
　
勝
　
堀
尾 

繁
雄 

さ
ん
〔
篠
路
〕（
97
）

準
優
勝
　
松
本 

勝
弘 

さ
ん
〔
石
狩
〕（
99
）

第
3
位
　
石
橋 

秀
昭 

さ
ん
〔
篠
路
〕（
99
）

▪
個
人
の
部（
女
性
）

優
　
勝
　
佐
藤 

千
加
子 

さ
ん
〔
厚
別
〕（
105
）

準
優
勝
　
岡
崎 

君
子 

さ
ん
〔
石
狩
〕（
105
）

第
3
位
　
岩
田 

文
子 

さ
ん
〔
北
札
幌
〕（
107
）

▪
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

・・
西
町
地
区

　
　
齊
藤 

信
明 

さ
ん

　
　
遠
田 

妙
子 

さ
ん

・・
厚
別
地
区

　
　
佐
藤 

千
加
子 

さ
ん（
2
回
）

・・
篠
路
地
区

　
　
岡
田 

淨 

さ
ん

・・
石
狩
地
区

　
　
上
野 

敏
明 

さ
ん

　
　
松
本 

勝
弘 

さ
ん

　

第
23
回
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
札
幌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
福
移
の
杜

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
各
地
区
か
ら
1
1
2
名

（
男
性
73
名
、
女
性
39
名
）の
組
合
員
の
皆
さ
ま

が
参
加
。
当
日
は
強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
る

晴
れ
渡
っ
た
空
で
、
熱
中
症
対
策
に
水
分
補
給

を
し
っ
か
り
行
な
い
な
が
ら
各
ホ
ー
ル
で
白
熱

し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

例
年
同
様
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が
展
開
さ
れ

た
結
果
、
今
年
も
石
狩
地
区
が
団
体
優
勝
！
見

事
3
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
戦
男
性
の
部

で
は
篠
路
地
区
の
堀
尾
繁
雄
さ
ん
、
女
性
の
部

で
は
厚
別
地
区
の
佐
藤
千
加
子
さ
ん
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
6
名
の
方
が
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
を
達
成
、
そ
の
う
ち
1
名
が
今
大
会

で
2
度
達
成
し
ま
し
た
。

　

入
賞
地
区
と
入
賞
者
に
は
後
日
、
賞
状
や
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

団
体
の
部
は
石
狩
地
区
が
3
連
覇
！

団体優勝を果たした石狩地区。

＊（
　
）内
の
数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。

＊�

個
人
の
部
、
同
点
の
場
合
は
生
年
月
日

の
早
い
方
が
上
位
と
な
り
ま
す
。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

青
年
部
北
札
幌
支
部（
荒
木
徹
也
支
部
長
）で
は
、
部
員
10
名
、
事

務
局
4
名
の
計
14
名
が
参
加
し
、
視
察
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
の
「
玉
葱
選
別
施
設
」
を
視
察
。
A
I

（
人
工
知
能
）を
用
い
た
カ
メ
ラ
選
別
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
最
新
の

選
果
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
規
模
の
大
き

さ
に
部
員
一
同
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
町
に
あ
る
「
土
の
博
物
館
土
の
館
」
で
は
、「
気
候
変

動
に
負
け
な
い
土
づ
く
り
」
と
題

し
、
過
去
の
気
候
情
報
を
も
と
に

行
な
わ
れ
た
湿
害
対
策
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
講
。
皆
さ
ん
真
剣
な

眼
差
し
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
滝
川
市
に
あ
る
「
北

海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
パ
ー
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
72
」
に
て
、
快
晴
の

空
の
も
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
実

施
。
心
地
よ
い
風
を
感
じ
な
が

ら
、
普
段
と
は
一
味
違
う
コ
ー
ス

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

荒
木
支
部
長
は
「
今
回
の
視
察

研
修
を
通
じ
て
部
員
間
で
親
睦
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
（
庄
原
特
派
員
）

　

女
性
部
篠
路
支
部（
嶋
知
子

支
部
長
）で
は
、
部
員
10
名
、

事
務
局
2
名
が
参
加
し
、
円
山

動
物
園
お
よ
び
と
れ
の
さ
と
に

て
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施
。

円
山
動
物
園
で
は
様
々
な
動
物

た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
、
心
も
体
も
癒
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昼
食
は
札
幌
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に

て
札
幌
近
郊
野
菜
を
使
っ
た
料

理
を
堪
能
。
最
後
は
と
れ
の
さ

と
に
て
野
菜
や
お
花
な
ど
の
買

い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

天
候
は
少
し
曇
り
、
雨
に
当

た
っ
た
時
間
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
部
員
の
皆
さ

ま
の
親
睦
と
札
幌
近
郊
野
菜
を

身
近
に
感
じ
る
充
実
し
た
1
日

と
な
り
ま
し
た
。（

荻
澤
特
派
員
）

青
年
部
北
札
幌
支
部

空
知
・
富
良
野
方
面
へ
の

視
察
研
修
旅
行
を
実
施

7／7 火
 〜8 水

女
性
部
篠
路
支
部

札
幌
市
近
郊
日
帰
り
研
修
旅
行

7／10 金

青年部北札幌支部集合写真
（土の博物館土の館にて）。

女性部篠路支部集合写真（円山動物園にて）。
札幌近郊野菜を使った料理を存分
に楽しみました。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
北
海
道
本
部
主
催
の

「
全
道
L
A
・
ス
マ
サ
ポ
大
会
」
が
、
共
済
ビ
ル
6
階
「
共

済
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
広
域

推
進
や
恒
常
推
進
活
動
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
職
員
を
表

彰
。
全
道
の
優
績
者
同
士
が
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
か
ら
は
、
佐
藤
公
紀
職
員（
清
田
支
店
）が
「
全
道

優
績
L
A
顕
彰　

広
域
推
進
の
部　

D
ク
ラ
ス
」、
池
田
祐
太

職
員（
厚
別
支
店
）が
「
全
道
優
績
L
A
顕
彰　

ひ
と
保
障
の
部　

予
定
利
率
変
動
型
年
金
共
済
」
で
第
1
位
、
來
正
繭
子
職
員

（
篠
路
支
店
）が
「
全
道
優
績
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
顕
彰
」
で

第
1
位
、
久
末
小
百
合
職
員（
中
央
支
店
）が
「
全
道
優
績
ス

マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
顕
彰
」
で
第
4
位
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
続
き
、
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
イ
ン
札
幌
に
て
祝

賀
会
が
催
さ
れ
、
会
場
で
は

受
賞
者
同
士
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

全
道
の
L
A
・
ス
マ
サ
ポ
優

績
者
を
代
表
し
て
來
正
職
員

が
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
会
場
は

大
き
く
沸
き
参
加
者
一
同
更

な
る
高
み
を
目
指
し
て
邁
進

す
る
こ
と
を
誓
う
素
晴
ら
し

い
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

共
済
部

令
和
7
年
度
広
域
推
進
活
動

優
績
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

7／13 月

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
で
は
、
大
和
ハ
ウ
ス 

プ
レ
ミ
ス

ト
ド
ー
ム
に
て
札
幌
国
際
大
学
の
地
域
連
携
イ
ベ
ン
ト
「
学

生
マ
ル
シ
ェ 

i
n 
プ
レ
ド
札
幌
」
に
協
力
し
、
地
元
野
菜

マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
同
大
が
目
指
す
ド
ー
ム
を
拠
点
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
、
同
青
年
部
が
掲
げ
る
地
域
農
業

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
や
食
育
へ
の
想
い
が
合
致
し
た
こ
と
で
開
催
。

　

当
日
は
、
北
区
拓
北
で
に
ん
に
く
な
ど
を
生
産
し
、
5
月

に
同
大
の
講
義
に
も
参
加
し
た
青
年
部
副
部
長
の
武
田
慈
喜

さ
ん
ら
生
産
者
6
名
が
参
加
。
マ
ル
シ
ェ
に
は
同
大
の
あ
る

清
田
区
の
ブ
ラ
ン
ド
ほ
う
れ
ん
草
「
ポ
ー
ラ
ス
タ
ー
」
や
ブ

ラ
ン
ド
し
い
た
け
「
清
茸
」、
に
ん
に
く
な
ど
15
品
目
以
上

を
用
意
し
、
ま
た
た
く
間
に
ほ
ぼ
完
売
の
大
盛
況
。

　

参
加
し
た
学
生
の
齋
藤
柊
さ
ん
は
「
学
生
ら
し
い
P
R
に

こ
だ
わ
り
、
手
作
り
の
『
紙
袋
』
や
『
P
O
P
』
な
ど
を

使
っ
て
、
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
手
応
え
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
札
幌
近
郊
の
農
産
物
を
贅
沢
に
使
っ
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
「
グ
ッ
チ
ー
カ
レ
ー
」
も
販
売
し
、
食
を
通
じ
た
地

域
の
つ
な
が
り
を
P
R
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
部
長
の
大
畑
一
郎
さ
ん
は
「
た
だ
の
販
売
だ
け
で
な

く
、
生
産
現
場
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
直
接
伝
え
る
こ
と
で
、
消
費

者
の
皆
さ
ま
に
本
当
の
価
値
が
届
く
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

次
世
代
を
担
う
学
生
た
ち
と
共
に
、
札
幌
農
業
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部

「
地
元
野
菜
マ
ル
シ
ェ
」を
開
催

7／12 日

表彰を受ける來正職員（篠路支店）。

グッチーさん自ら店頭に立ち、販売しました！ 生産者と学生たちが一体となって、農産物の魅力を発信。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

厚
別
支
店
年
金
友
の
会（
中
島
寿

男
会
長
）で
は
、
会
員
13
名
と
事
務

局
2
名
が
参
加
し
、
初
夏
の
富
良
野

へ
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

フ
ァ
ー
ム
富
田
で
満
開
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
を
堪
能
。
他
に
も
、
ふ
ら
の
ワ

イ
ン
ハ
ウ
ス
で
の
ラ
ン
チ
や
、
青
い

池
の
散
策
と
富
良
野
の
魅
力
を
存
分

に
満
喫
し
ま
し
た
。
帰
路
に
は
運
転

手
さ
ん
の
ご
配
慮
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

の
丘
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
心

に
残
る
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
添
乗
と
な

り
、
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、
皆
さ

ま
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
に
支
え
ら

れ
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
旅
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
素
敵
な
初
夏
の
彩
り
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。�

（
久
保
特
派
員
）

厚
別
支
店
年
金
友
の
会

日
帰
り
研
修
旅
行

7／15 水

　

共
済
部
で
は
、
L
A（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）2
年
目

の
渉
外
担
当
者
12
名
を
対
象
に
、
中
央
支
店
管
轄
で
5
日

間
に
わ
た
る
外
務
活
動
実
践
研
修
会（
F
S
T
）を
行
な
い

ま
し
た
。

　

初
日
は
共
済
連
札
幌
支
所
の
職
員
が
講
師
を
務
め
、

「
質
問
型
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
動
画
視
聴
を
含
め
た
講
義

や
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
3
Q
訪
問
活
動

に
つ
い
て
座
学
を
行
な
い
、
翌
日
以
降
は
実
践
研
修
と
し

て
、
2
人
1
組
で
実
際
に
訪
問
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

当
初
は
緊
張
か
ら
会
話
に
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
で
対
話
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ペ
ア
で
互
い
の
話
法
や
推
進
方
法
を
「
見

て
」「
聞
く
」
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
キ
ル
の

双
方
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
今
回
の
研
修
を
通

じ
て
、「
質
問
型
推
進
」
を
取

り
入
れ
た
3
Q
訪
問
活
動
と
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
喚
起
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
糧

に
、
今
後
も
引
き
続
き
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
（
佐
々
木
特
派
員
）

共
済
部

L
A
2
年
目
12
名
の
職
員
を
対
象
に

外
務
活
動
実
践
研
修
会
を
実
施

7／17 金
〜 24 金

満開のラベンダーを堪能しました。

共済端末機で共済の内容を確認する
神野職員（南支店）と國田職員（白石支店）。

厚別支店年金友の会集合写真（ファーム富田にて）。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

青
色
申
告
会
琴
似
支
部（
近
藤
克

宜
支
部
長
）・
資
産
管
理
部
会
琴
似

支
部（
池
田
康
幸
支
部
長
）で
は
、
部

会
員
40
名
、
事
務
局
3
名
が
参
加

し
、
合
同
現
地
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
旭
川
市
に
あ
る
旭
山
動
物

園
を
見
学
。
普
段
触
れ
る
機
会
の
少

な
い
多
く
の
動
物
の
展
示
や
、
実
際

に
生
活
す
る
様
子
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

昼
食
は
、地
上
15
階
か
ら
の
景
色
を

楽
し
め
る
「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
旭
川
北

海
道
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
M
I
N
O
R
I
」

に
て
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
堪
能
。

昼
食
後
は
「
O
T
O
K
O
Y
A
M
A

S
A
K
E
P
A
R
K
」
へ
向
か
い
、

買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
多
く
の
部
会
員

の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
よ
り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
合
同
現
地
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。
（
春
日
特
派
員
）

　

資
産
管
理
部
会
新
琴
似
支
部
・
青
色
申
告
会
新
琴
似
支

部（
両
部
会
兼
務
：
高
橋
良
隆
支
部
長
）お
よ
び
女
性
部
新

琴
似
支
部（
菅
原
利
恵
支
部
長
）で
は
、
部
会
員
24
名
、
事

務
局
2
名
が
参
加
し
、
新
琴
似
支
部
初
の
試
み
と
し
て
三

部
会
合
同
現
地
研
修
会
を
実
施
。
研
修
は
長
沼
・
恵
庭
・

千
歳
方
面
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
で
し
た

が
、
河
島
農
園
に
到
着
す
る
頃
に
は

小
雨
と
な
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

い
ち
ご
の
摘
み
取
り
を
体
験
。
摘
み

取
っ
た
い
ち
ご
を
食
べ
、
さ
わ
や
か

な
酸
味
と
甘
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
あ
い
す
の
家
」
で
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
を
楽
し
み
、
昼
食
は
恵

庭
の
「
釜
め
し
い
ち
え
」
で
五
目
釜

め
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
北
海
道
千

歳
工
場
へ
向
か
い
、
ビ
ー
ル
の
試
飲
を

一
人
3
杯
ま
で
堪
能
。
工
場
な
ら
で

は
の
味
わ
い
に
、
皆
で
賑
や
か
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
は
「
岩

塚
製
菓
直
売
店
」
で
お
土
産
選
び
を

満
喫
。
初
め
て
の
合
同
現
地
研
修
会

は
、
大
人
数
で
楽
し
く
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
（
西
村
特
派
員
）

青
色
申
告
会
・
資
産
管
理
部
会
琴
似
支
部

合
同
現
地
研
修
会

7／17 金

資
産
管
理
部
会
・
青
色
申
告
会
・
女
性
部
新
琴
似
支
部

合
同
現
地
研
修
会

7／22 水

青色申告会・資産管理部会琴似支部集合写真（旭川市旭山動物園にて）。

資産管理部会・青色申告
会・女性部新琴似支部の
合同集合写真（キリンビー
ル北海道千歳工場）にて。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　
「
サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
」
の
初
セ
リ
が
出
荷
数

量
を
確
保
す
る
た
め
に
昨
年
よ
り
5
日
ほ
ど

遅
く
実
施
さ
れ
、
秀
品
2
玉
入
り
に
3
万
円

と
い
う
高
値
が
つ
き
、
過
去
最
高
額
を
記
録

し
ま
し
た
。
今
年
は
日
照
不
足
の
影
響
で
生

育
に
遅
れ
が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
天
候
回

復
に
よ
り
順
調
に
生
育
が
進
み
ま
し
た
。

40
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ

カ
」
は
、
ブ
ラ
ン
ド
カ
ボ
チ
ャ
「
大
浜
み
や

こ
」
と
並
ぶ
手
稲
山
口
地
区
の
特
産
品
。
同
地

区
特
有
の
水
は
け
が
良
い
砂
地
で
丁
寧
に
育
て

ら
れ
、
果
肉
の
締
ま
り
や
昼
夜
の
寒
暖
差
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
抜
群
の
甘
み
、
日
持
ち
の
良

さ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
数
軒
の
生
産
者
に
よ
っ
て
約
2
0
0

ア
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
、
9
月
初
め
ご
ろ
ま
で
、

市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
な
ど
で
販
売
さ
れ

る
予
定
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
果
実
部
会
の
松
森
剛
部
会
長

は
「
3
万
円
と
い
う
価
格
は
初
め
て
で
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
非
常
に
う
れ
し
い
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
育
て
た
自

慢
の
味
を
、
他
の
ス
イ
カ
と
食
べ
比
べ
て
良
さ

を
実
感
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
」
初
セ
リ

過
去
最
高
額
を
更
新
す
る
最
高
値
を
記
録
！

7／30 木

　

今
年
の
大
浜
み
や
こ
の
初
セ
リ
が
例
年
通
り
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

最
高
値
は
秀
品
5
玉（
10
キ
ロ
）で
10
万
円
と
な
り
、
過
去
最
高
額
に
並

ぶ
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
浜
み
や
こ
」
は
、
手
稲
山
口
地
区
や
石
狩
市
の
一
部
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
か
ぼ
ち
ゃ
。
検
査
員
に
よ
る
厳
格
な
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
高
品
質
な
も
の
だ
け
が
「
大
浜
み
や
こ
」
と
し
て
市
場
に
出
荷

さ
れ
ま
す
。
で
ん
ぷ
ん
質
が
多
く
、
栗
の
よ
う
な
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食

感
が
特
徴
で
、
贈
答
品
と
し
て
も
大

人
気
。

　

今
年
は
生
産
者
7
軒
が
約
4
5
0

ア
ー
ル
の
作
付
面
積
で
栽
培
し
、
約

45
～
50
ト
ン
を
収
穫
、
9
月
初
め
ま

で
出
荷
が
続
く
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
果
実
部
会
の
松
森

剛
部
会
長
は
、「
今
回
、
過
去
最
高

額
が
つ
い
た
こ
と
は
生
産
者
の
努
力

が
報
わ
れ
た
結
果
で
、
非
常
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
大
浜
み
や

こ
」
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向

上
の
た
め
、
産
地
一
丸
と
な
っ
て
栽

培
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ホ
ク
ホ

ク
と
し
た
旬
の
恵
み
「
大
浜
み
や

こ
」
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
大
浜
み
や
こ
」
初
セ
リ

秀
品
5
玉
10
万
円
の
過
去
最
高
額
！

7／22 水

過去最高額を記録した
「サッポロスイカ」。

サッポロスイカを求める人々の熱気に包ま
れたセリ会場。

果実部会の松森剛部会長（左）と、共に生産を
行なう息子の諒さん（右）。

5 玉 10 万円という高値が
ついた「大浜みやこ」。初セリに立ち会った「大浜みやこ」生産者の皆さま。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
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厚
別
支
店
で
は
、
毎
年
恒
例
の
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
を

開
催
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が
多
数
ご
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
景
品
を
用
意
し
た
お
楽
し
み
抽
選
券

は
、
開
催
時
間
の
か
な
り
前
か
ら
長
蛇
の
列
と
な

り
す
ぐ
に
完
売
！
青
年
部
コ
ー
ナ
ー
で
は
焼
き

鳥
・
つ
ぶ
焼
き
・
焼
き
そ
ば
、
女
性
部
コ
ー
ナ
ー

で
は
ゆ
で
き
び
・
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
等
を
販
売
し
、

こ
ち
ら
も
見
事
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
平
岸
天
神
太
鼓
や
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
メ
ロ
ウ
デ
ュ
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
。
来

場
者
参
加
型
の
「
と
う
き
び
の
早
む
き
ゲ
ー
ム
」

も
、
子
ど
も
の
部
・
大
人
の
部
ど
ち
ら
も
白
熱
し

た
競
技
と
な
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
暑
い
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
会
場
内
に
手
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
冷
や
せ

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
暑
さ
対
策
を
十
分

に
行
な
い
な
が
ら
、
体
調
不
良
者
を
出
す
こ
と
な

く
安
全
に
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
。

　
「
地
域
組
合
員
や
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
開
催
目
的
を

し
っ
か
り
形
に
で
き
た
、
意
義
深
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

（
堺
特
派
員
）

　

琴
似
ク
ロ
ー
バ
ー
会（
石
川
秋
夫
会
長
）

で
は
、
会
員
11
名
、
事
務
局
2
名
の
計
13

名
が
参
加
し
、
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

H
O
K
K
A
I
D
O
に
て
日
本
ハ
ム
対

ロ
ッ
テ
戦
を
観
戦
。
球
場
へ
足
を
運
ぶ
の

が
初
め
て
と
い
う
会
員
も
お
り
、
試
合
開

始
と
と
も
に
場
内
の
一
体
感
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
終
始
熱
心
に
観
戦
を
楽
し
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
応
援
し
て
い

た
日
本
ハ
ム
は
惜
敗
い
た
し
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
手
に
汗
握
る
接
戦
の
連
続
に
、

会
場
の
熱
気
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
ハ
ラ

ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
親

睦
が
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
こ
と
を
喜
び
合

い
、
今
後
も
こ
う
し
た
交
流
の
機
会
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
の
旅
行
も
、
ま
た
皆
さ
ま

で
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
渡
守
特
派
員
）

琴
似
ク
ロ
ー
バ
ー
会

日
帰
り
旅
行

厚
別
支
店

毎
年
恒
例
の
Ｊ
Ａ
ま
つ
り

8／2 日

8／1 土

猛暑の中鉄板料理を振舞った青年部コーナー。
「北海道小林牧場物語」の牛乳を無料
配布しました。

大人の部「とうきびの早むきゲーム」
で会場は大盛り上がり！

観戦中、モニターに映るという嬉しいサ
プライズがありました。 琴似クローバー会集合写真（エスコンフィールド HOKKAIDO にて）。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

大
和
ハ
ウ
ス
プ
レ
ミ
ス
ト
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
「
D
O
M
E
G
A
R
D
E
N
P
R
O
J
E
C
T
～
防

災
体
験
お
泊
り
会
～
」。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
、「
食
」
と
「
農
」
を
伝
え
続
け
て
い
る
「
Ａ
・
Ｃ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
」
が
協
力
し
、
夕
食
の
「
グ
ッ
チ
ー
カ

レ
ー
」
づ
く
り
を
通
じ
た
食
育
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
小
中
学
生
20
名
が
参
加
。
生
産
者

の
方
々
が
自
ら
育
て
た
野
菜
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
調

理
体
験
で
は
、
玉
ね
ぎ
の
皮
む
き
や
レ
タ
ス
を
ち
ぎ
る
作
業

に
挑
戦
し
、
み
ん
な
で
サ
ラ
ダ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
札
幌
の
農
業
を
応
援
す
る
タ
レ
ン
ト
の
グ
ッ
チ
ー

さ
ん
も
調
理
に
加
わ
り
、
完
成
後
は
グ
ッ
チ
ー
さ
ん
の
「
い

た
だ
き
ま
す
！
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
生
産
者
へ
の
感
謝

を
込
め
て
グ
ッ
チ
ー
カ
レ
ー
と
自
分
た
ち
で
作
っ
た
サ
ラ
ダ

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

人
参
、
玉
ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
豚
肉（
古
川
ポ
ー
ク
）、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
な
ど
、
地
元
産
の
農

産
物
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
料
理
に
、
子
ど
も
た
ち
は
お

か
わ
り
を
す
る
ほ
ど
大
喜
び
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
丹
羽
恵
子
さ
ん（
篠
路
地
区
）は
「
プ
レ
ミ
ス
ト
ド
ー
ム
様

か
ら
と
て
も
素
敵
な
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
！
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
れ
る

こ
と
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
一
番
の
喜
び
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
篠
路
支
部（
澤
田
達
也
支

部
長
）は
、
部
員
7
名
と
事
務
局
3

名
が
参
加
し
、「
し
の
ろ
夏
ま
つ
り
」

に
て
、
篠
路
地
区
で
生
産
さ
れ
た
朝

採
れ
野
菜
の
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

篠
路
中
央
商
店
街
振
興
組
合
主
催

の
「
し
の
ろ
夏
ま
つ
り
」
で
野
菜
販

売
ブ
ー
ス
を
出
店
す
る
の
は
初
の
試

み
。
会
場
で
は
、
篠
路
の
生
産
者
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
を

地
域
の
方
々
に
直
接
P
R
し
、
用
意

し
た
野
菜
は
ほ
ぼ
完
売
と
い
う
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
場
に
は
プ
ロ
レ
ス
の
リ

ン
グ
が
設
置
さ
れ
、
迫
力
あ
る
試
合

が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
多
彩
な

催
し
が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
大

盛
り
上
が
り
。

　

今
回
の
活
動
は
、
地
域
の
方
々
と

交
流
を
深
め
る
と
同
時
に
、
農
業
や

地
元
農
産
物
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
日
下
特
派
員
）

A
・
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
プ
レ
ミ
ス
ト
ド
ー
ム
主
催
イ
ベ
ン
ト

「
防
災
体
験
お
泊
り
会
」で
カ
レ
ー
作
り

青
年
部
篠
路
支
部

篠
路
商
店
街
の
お
祭
り
で

朝
採
れ
野
菜
を
販
売

8／5 水

8／23 日

自ら育てた玉ねぎの
「育て方」と「簡単
な皮のむき方」を、
田頭さんがやさしく
レクチャー！

本物のプロレスリングで迫力のある試合。

青年部篠路支部集合写真
（野菜販売ブース前にて）。

「GUCHY カレー」の調理
には、A・C ネットワーク
のみなさまにご協力いた
だきました！

左から　サッポロさとら
んど 福島さん、白石地区
組合員 田頭さん、篠路地
区組合員 丹羽さん

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2026-09 12



伝言板伝言板 vol.333

JA info rmation 

理
事
会
だ
よ
り

第
4
回
定
例
理
事
会

　
令
和
8
年
7
月
31
日（
金
）午
後
1
時
00
分
よ
り
、

本
店
3
階
役
員
会
議
室
に
お
い
て
、
定
例
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

1
、令
和
7
年
度
決
算
版
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌

に
つ
い
て

記
載
内
容
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

な
お
、
7
月
末
ま
で
に
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

開
示
す
る
こ
と
、
お
よ
び
昨
年
同
様
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
取
組
の
一
環
と
し
て
店
舗
お
よ
び
事
務
所
に
備

え
付
け
は
し
な
い
旨
が
補
足
説
明
さ
れ
た
。

2
、共
同
利
用
施
設（
ひ
ば
り
が
丘
賃
貸
物
件
）建
替

え
工
事
に
か
か
る
入
札
執
行
に
つ
い
て

　

建
設
工
事
規
程
に
基
づ
く
、
指
名
競
争
入
札
方
式

に
よ
る
共
同
利
用
施
設（
ひ
ば
り
が
丘
賃
貸
物
件
）の

建
替
え
工
事
の
計
画
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

可
決
決
定
。

3
、マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
等
対
策
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
定
め
る
体
制
整
備
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
点
検
実
施
項
目
に
か
か
る
報
告
概
要
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

4
、『
余
裕
金
運
用
規
程
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

業
務
運
営
の
実
態
に
即
し
た
規
定
内
容
の
整
備
お

よ
び
関
係
規
程
と
の
整
合
性
を
図
る
所
要
の
改
正
で

あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

5
、『
余
裕
金
運
用
等
に
係
る
リ
ス
ク
管
理
手
続
き
』

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

業
務
運
営
の
実
態
に
即
し
た
内
容
の
整
備
お
よ
び

関
係
規
程
と
の
整
合
性
を
図
る
所
要
の
改
正
で
あ
る

旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、内
部
監
査
結
果
報
告（
令
和
8
年
度
第
1
四
半

期
）

2
、令
和
8
年
度
上
期
地
区
別
懇
談
会
資
料
等
に
か

か
る
質
問
等
の
広
報
誌
掲
載
に
つ
い
て

3
、反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
状
況
に
つ
い

て
4
、札
幌
市
お
よ
び
石
狩
市
農
業
委
員
の
推
薦
結
果

に
つ
い
て

5
、令
和
8
年
度
第
1
四
半
期
余
裕
金
等
運
用
実
績

報
告

6
、総
体
的
な
リ
ス
ク
量
の
報
告
に
つ
い
て

7
、有
価
証
券
に
係
る
リ
ス
ク
の
量
的
管
理
の
報
告

に
つ
い
て

8
、Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
役
員
農
産
物
作
況
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

9
、令
和
6
年
産
米
穀
共
同
計
算
の
結
果
報
告
に
つ

い
て

10
、令
和
7
年
産
移
出
用
種
馬
鈴
し
ょ
共
同
計
算
の

結
果
に
つ
い
て

11
、農
作
物
の
作
況
報
告

12
、�6
月
末
財
務
状
況
報
告

13
、�6
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
報
告
お
よ
び

未
済
持
分
譲
渡
報
告

14
、�7
月
の
動
静
と
8
月
の
予
定
に
つ
い
て

15
、�札
幌
協
同
振
興
株
式
会
社　
第
1
四
半
期
実
績

報
告

（
閉
会　

午
後
3
時
54
分
）
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令和8年7月末業務実績 令和8年6月末業務実績

ＪＡさっぽろ
DATA

組合員数
正組合員 3,643名 3,669名

准組合員 33,777名 33,764名

合　計 37,420名 37,433名

出資金残高 68億4千2百万円 67億8千7百万円

販売取扱高 7億2千8百万円 3億6千8百万円

購買供給高 13億2千万円 10億5千8百万円

貯金残高 3683億5千1百万円 3703億4千5百万円

融資残高 1139億4千9百万円 1140億6百万円

共済保有高 6216億8千2百万円 6204億1千万円

施設建設取扱高 0百万円 0百万円

管理受託戸数 4,754戸 4,757戸
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地
元
で
愛
さ
れ
続
け
る
大
人
気
の
ベ
ー
カ
リ
ー
「
ど
ん

ぐ
り
」
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
J

�

A

�

N

�

G

�

U

�
R
�I�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
一
弾
が
遂
に
販
売
を
迎
え
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
第
一
弾
の
食
材
に
選
ば
れ
た
の
は
、
清

田
区
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
ほ
う
れ
ん
草
「
ポ
ー
ラ
ス

タ
ー
」。
半
世
紀
近
く
守
ら
れ
て
き
た
伝
統
の
味
は
、

え
ぐ
み
が
少
な
く
濃
厚
な
甘
み
が
特
徴
で
す
。
素
材
の

魅
力
を
極
限
ま
で
引
き
出
し
た
至
高
の
逸
品
パ
ン
を
ぜ

ひ
一
度
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

「
ど
ん
ぐ
り
」
限
定

「
ど
ん
ぐ
り
」
限
定
55
店
舗
で
、

店
舗
で
、

札
幌
産
ほ
う
れ
ん
草
の

札
幌
産
ほ
う
れ
ん
草
の

特
別
な
パ
ン
が
期
間
限
定
販
売
！

特
別
な
パ
ン
が
期
間
限
定
販
売
！

コラボレーション情報

collaboration 01

　
「
地
元
で
採
れ
る
美
味
し
い
農
産
物
を
、

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
」「
地
域
の

農
業
を
若
者
の
手
で
盛
り
上
げ
た
い
！
」
─

そ
ん
な
熱
い
情
熱
か
ら
生
ま
れ
た
「
学
生
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
札
幌
市
内
で
製

菓
や
調
理
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
地
元
農
産
物

に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
や
特

別
料
理
を
、
メ
ニ
ュ
ー
開
発
か
ら
製
造
、
そ

し
て
店
頭
で
の
販
売
ま
で
一
貫
し
て
手
掛
け

ま
す
。
若
き
未
来
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

た
ち
が
贈
る
、
つ
く
る
人
の
想
い
が
た
っ
ぷ

り
詰
ま
っ
た
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ぜ
ひ
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

「
さ
っ
ぽ
ろ
東
急
百
貨
店
」に
て

「
さ
っ
ぽ
ろ
東
急
百
貨
店
」に
て

「
地
産
地
消
フ
ェ
ア
」
開
催
！

「
地
産
地
消
フ
ェ
ア
」
開
催
！

地
元
農
産
物
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
限
定
販
売

collaboration 03

●
● ● ● ●

●

●

● ● ●●●

●

● ● ● ● ●

J Aさっぽろ     DONGURI

『畑の熱量をそのままパンに』
　札幌のどんぐりとして地元の農業を盛り上げるのが私たちの想いで
す。畑で直接触れた生産者さんの情熱や誇りがあるから、自信を持っ
ておいしさを形にできます。生産者さんやＪＡさんと力を合わせ、パ
ンを通じて札幌をどんどん元気にしていきたいです！

株式会社どんぐり開発チーム　猪俣 直哉さん

 限定販売スケジュール  ※各店舗期間限定
●９／ ９ （水）～：西岡店　●９／１４（月）～：アリオ札幌店／大通店
●９／１５（火）～：新さっぽろ店　●９／１６（水）～：大麻店

特別プレゼント  ※無くなり次第終了
北海道芸術デザイン専門学校のビセンさんがほうれん草農家さんを見
学して描いた「オリジナルポストカード」を数量限定でプレゼント！

●日　時：�10 月 9 日（金）〜12 日（月・祝）�
11：00〜16：00（※売切次第終了）

●会　場：�さっぽろ東急百貨店 地下 1階 
北口特設会場

●参加校：�札幌ベルエポック製菓調理専門学校�
札幌スイーツ＆カフェ専門学校�
市立札幌みなみの杜高等支援学校

※�販売メニューなどの詳細につきましては、9月 25 日以降に
ＪＡさっぽろ公式ホームページ、またはさっぽろ東急百
貨店ホームページにて公開予定です。

　

北
海
道
産
小
麦
1
0
0
％
に
こ
だ
わ
り
、

「
食
べ
ロ
グ
パ
ン
百
名
店
」
に
も
選
出
さ
れ

て
い
る
人
気
の
ベ
ー
カ
リ
ー
「
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ

リ
ー
コ
ロ
ン
」
か
ら
、
地
元
食
材
の
魅
力
を
贅

沢
に
詰
め
込
ん
だ
特
別
な
パ
イ
が
登
場
し
ま
す
。

メ
イ
ン
と
な
る
の
は
、
札
幌
市
清
田
区
で
育

ま
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
ほ
う
れ
ん
草
「
ポ
ー
ラ
ス

タ
ー
」。
え
ぐ
み
が
少
な
く
豊
か
な
甘
み
が
特

徴
の
ポ
ー
ラ
ス
タ
ー
に
、
コ
ク
深
い
「
小
林
牧

場
」
の
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
「
低
温
長
時
間
発
酵
」
と
い
う
製
法
に
よ
っ
て

小
麦
の
旨
味
を
存
分
に
引
き
出
し
た
ブ
ー
ラ
ン

ジ
ェ
リ
ー
コ
ロ
ン
こ
だ
わ
り
の
唯
一
無
二
の
品

を
、
ど
う
ぞ
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
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ー
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ロ
ン
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ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
コ
ロ
ン

33
店
舗
に
て
期
間
限
定
販
売
！

店
舗
に
て
期
間
限
定
販
売
！

札
幌
産
ほ
う
れ
ん
草
と
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
の
パ
イ

collaboration 02

　肉厚で甘く、えぐみが少ないポーラスターを爽
やかな香りのディルと合わせて、旨みを引き立て
ました。小林牧場さんのゴーダチーズでコクをプ
ラスし、風味豊かなパイに仕上げました。

ブーランジェリーコロン　シェフ 村山奈津美さん

札幌産ほうれん草とゴーダチーズのパイ

 販売期間  2026 年 9 月中旬〜（期間限定）
 販売店舗  ブーランジェリーコロン全 3店舗

※�発売日や商品の詳細は、ブーランジェリー
コロン公式Webサイトをご確認ください。
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2026さっぽろオータムフェスト×ＪＡさっぽろ
〜生産者の想いと名店の技が織りなす、秋の特別コラボブース【大通6丁目会場】〜

北海道・札幌の「旬」と「旨い」が大集合！
　毎年約 200 万人が訪れ、大通公園を舞台に道内各地のグルメや特産品が一堂に会する札幌の秋
の風物詩「さっぽろオータムフェスト」。その中でも「札幌の食」をテーマに賑わう 6丁目会場
に、今年はＪＡさっぽろと地元の人気店がタッグを組んだ特別なコラボブースが登場します！

奥芝商店自慢の元祖エビだしスープに、収穫したての青年部が誇る
5種類の新鮮野菜が共演！会期中いつでも味わえる贅沢な一杯です。

さっぽろオータムフェスト限定で、沖縄料理「うみんちゅぬ やまんちゅぬ」、
韓国料理「韓の香」とのコラボメニューが登場！ ＪＡさっぽろ産食材の魅力を
贅沢に詰め込んだ、会場限定のスペシャルグルメをぜひご堪能ください。

※�写真はイメージ
になります

ＪＡさっぽろ青年部×奥芝商店

スープカレー界を牽引する
3大名店が奇跡の集結！

日時：�9月 19日（土）～�
9月 23日（水・祝）�
毎朝 10：00 スタート

数量：�各日合計 30 食限定�
（限定 30食／売り切れ次第終了）

前半：�9 月 11日（金）～9月 15日（火）
後半：�9月 24日（木）～10月 3日（土）
10：00〜14：00 ころ予定　※売り切れ次第終了

澄み渡る秋空の下、生産者と料理人の愛情が
たっぷり詰まった秋の味覚を、見て・食べ
て・買って思いっきり楽しんでください！

　9月 24日（木）〜10月 3日（土）の期間中、ＪＡさっぽろ青年部と北海道芸術デザイン専門
学校（bisen）の学生によるコラボオリジナル紙袋が登場します。
　学生 38 名がそれぞれの視点で「食」と「農業」への想いを込めてデザインした特別な
紙袋です。会場内マルシェで商品をお買い上げの方へ【限定 1,000 枚】でプレゼント！
　若い感性が表現する札幌圏の農業の新しい魅力を、ぜひ会場でご体感ください！

コラボメ
ニュー期間

中いつでも
楽しめる

シル
バーウィ

ーク 5日間限
定

農業×
若きクリエ

イターの感
性

ＪＡさ
っぽろ青年

部

ＪＡさっぽろ Presents 
奥芝商店×らっきょ×GARAKU 

オータム限定スープカレー

ファーマーズマーケット�
さっぽろ

札幌近郊の旬の野菜がずらりと並ぶ直売マ
ルシェをＪＡさっぽろ青年部では下記日程
で開催します。

ＪＡさっぽろ青年部×bisen コラボ紙袋プレゼント！

さらに！ 注目のコラボメニュー

◀猪俣 夢子さんデザイン

※写真はイメージになります
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ご存じですか？
青色申告特別控除が変わります！

改正前・改正後

改正前 改正後

事業的規模

複式簿記 ＋
優良電子帳簿 ＋

e-Tax
65 万円 75 万円

複式簿記
＋

e-Tax
65 万円 65 万円

複式簿記
＋

書面
55 万円 10 万円

簡易簿記
＋

前々年の年収 1 千万円超
10 万円 0 円

簡易簿記
＋

前々年の年収 1 千万円以下
10 万円 10 万円

事業的規模未満
簡易簿記

（又は複式簿記）
10 万円 10 万円

相談部では、組合員の皆さまのお役に立つ情報を発信しています

相談部からの

情報です

令和 9年分以後の所得税について、不動産所得又は事業所得に係る、10 万円控除要件が変わります。

え、ど
う

変わる
の？

控除額も変わるの？

◎相談部では、今後も組合員の皆様にお役に立つ情報の発信を続けてまいります。

？？

ザ 信ラ 通プ産動不
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JAさっぽ ろ「 農 」デ ザ イン・ラ ボ

　現地に赴き、生産者の方から実際に「札幌黄」の特徴や生産する際のお話を伺い、
「札幌黄」という玉ねぎに焦点を当てたビジュアルを意識して制作しました。畑で玉ね
ぎが育っている様子や土の中など、どんな表現にするか悩みましたが、丁寧に育てられ
た玉ねぎの美しさと、デジタルイラストならではの表現方法と相性がいいと考え、最終
的には商品としての玉ねぎを描写することにしました。

北海道芸術デザイン専門学校（bisen）
グラフィックデザイン専攻 上

う わ

井
い

真
ま

依
い

さん

学校法人 美専学園  北海道芸術デザイン専門学校　〒001-0024 札幌市北区北24条西8丁目1-12　TEL：011-756-0777（代）

内枠（デザイン）
天地228㎜

　夏の日差しの中で育つ野菜と、働
く農家の皆さまの姿を見て、メイン
の色は絶対にこの力強さを感じる黄
色にしようと思いデザインしまし
た。これまで私は野菜を育てること
が農業だと思っていましたが、「土を
育てる」という言葉をお聞きし、農
業は目に見える収穫だけではなく、
世代を超えて未来へつないでいく仕
事なのだと実感しました。その目に
は見えないけれど、着実に繋がって
いく積み重ねを「足跡」として表現
し、今回見させていただいた野菜たち
をモチーフにデザインをしています。

　今回は武田さんと熊木さんの農園
へ行き、多種多様な野菜を見ること
ができました。普段の生活では入る
機会のない野菜の畑を見学する貴重
な体験ができ、とても嬉しかったで
す。特に採れたてのピーマンを生で
食べた時はこんなにもみずみずしい
んだ！と感動しました。また、農家
さんのリアルな声を聞き、普通に野
菜を食べられることに改めて感謝し
ようと考えさせられました。今回は
夏らしい畑を表現するために、とれ
たての夏野菜の新鮮さが伝わるデザ
インにしました。

　畑を見学して感じた、夏の明るさ
や野菜の新鮮さをデザインしまし
た。暑い日差しの中でも野菜はどれ
も生き生きとしていて、色鮮やかな
姿が印象的でした。野菜のまわりに
白い縁や光を入れることで、採れた
てならではのみずみずしさや、太陽
の光を浴びて輝く様子を表現してい
ます。野菜を大きく配置し、動きを
つけることで畑で感じた元気な雰囲
気や、夏らしい爽やかさが伝わるデ
ザインを目指しました。

グラフィック
デザイン専攻

庄
しょう

子
じ

 壱
い っ

清
し ん

さん

グラフィック
デザイン専攻

鳴
な る

島
し ま

 明
め

泉
い

さん

グラフィック
デザイン専攻

若
わ か

林
ばやし

 杏
あ ん

奈
な

さん

今月の
表紙イラスト

を描いて
くれたのは…




